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委員長 岡﨑ひろみ

放
射
能
汚
染
水
の
海
洋
投
棄
は
２
０

１
６
年
5
月
、
経
産
省
が
「
ト
リ
チ
ウ

ム
水
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
報
告
書
」
（
以

下
報
告
書
と
略
す
）
を
出
し
、
汚
染
水

の
処
理
に
関
わ
る
5
つ
の
選
択
肢
を
評

価
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
地
層
注
入
、
海

洋
放
出
、
水
蒸
気
放
出
、
水
素
放
出
、

地
下
埋
設
で
す
。
地
層
処
分
で
は
諸
コ

ス
ト
合
計
で
２
４
３
１
億
円
と
試
算
し
、

こ
れ
に
対
し
海
洋
放
出
が
最
も
安
価

（
34
億
円
）
で
、
7
年
4
か
月
で
完
了

す
る
最
適
な
方
法
と
し
、
政
府
・
東
電

は
こ
れ
を
根
拠
と
し
ま
し
た
。

こ
の
背
景
に
は
、
政
府
・
東
電
の
福

島
第
一
原
発
の
廃
炉
完
了
の
40
年
が
あ

り
、
こ
れ
に
基
づ
く
結
論
が
汚
染
水
の

海
洋
放
出
で
す
。
東
電
は
汚
染
水
に
つ

い
て
「
こ
れ
以
上
タ
ン
ク
を
増
や
し
続

け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
放
出
す
る
ト

リ
チ
ウ
ム
の
環
境
や
人
体
へ
の
影
響
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
」
と
居
直
り
ま

す
。
さ
ら
に
政
府
・
東
電
は
7
月
4
日

の

国
際
原
子
力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
の

調
査
報
告
書
の
「
人
や
環
境
へ
の
影
響

は
無
視
で
き
る
ほ
ど
」
と
の
評
価
を
、

あ
た
か
も
安
全
性
の
「
お
墨
付
き
」
を

も
ら
っ
た
か
の
よ
う
に
宣
伝
。

し
か
し
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
は
原
発
推
進
、

原
子
力
の
軍
事
利
用
（
核
開
発
）
の
防

止
目
的
の
国
際
機
関
で
あ
り
、
地
球
環

境
や
海
洋
汚
染
問
題
を
客
観
的
に
評
価

は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
海
洋
放
出
の
方

針
を
推
奨
、
支
持
す
る
も
の
で
も
な
い

と
留
保
を
つ
け
て
い
ま
す
。

各
国
に
は
「
領
海
」
と
「
接
続
水
域
」
、

こ
れ
を
含
め
た
３
７
０
㌔
の
排
他
的
経

済
水
域
（
Ｅ
Ｅ
Ｚ
）
が
あ
り
、
主
権
的

権
利
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
海
に
垣
根
は
な
く
、
一
度
放

出
さ
れ
た
汚
染
水
は
海
流
に
乗
り
、
世

界
の
海
に
拡
大
し
ま
す
。
海
は
日
本
の

汚
染
水
を
流
す
「
下
水
処
理
場
」
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
中
国
国
際
電
視
台
の
世
界
規

模
の
2
回
の
ネ
ッ
ト
世
論
調
査
で
は
、

回
答
者
の
95
・
85
％
が
国
際
社
会
の
懸
念

や
反
対
を
無
視
し
、
日
本
は
「
極
め
て

無
責
任
で
あ
る
」
と
強
く
非
難
し
て
い

ま
す
。

２
０
１
５
年
8
月
、
経
産
省
と
福
島

漁
連
は
「
関
係
者
へ
の
丁
寧
な
説
明
と

取
り
組
み
」
、
ま
た
、
東
電
は
「
関
係

者
の
理
解
な
し
に
は
い
か
な
る
処
分
も

お
こ
な
わ
ず
、
処
理
水
は
発
電
所
敷
地

内
の
タ
ン
ク
の
貯
留
」
と
の
約
束
を
交

わ
し
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
7
月
に
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ

の
「
お
墨
付
き
」
を
持
っ
て
西
村
経
済

産
業
大
臣
が
福
島
県
内
の
漁
業
者
と
面

会
し
ま
し
た
が
、

漁
業
関
係
者
は
反

対
の
立
場
を
崩
し

て
い
ま
せ
ん
。

政
府
・
東
電
は

汚
染
水
の
海
洋
放

出
を
方
針
を
撤
回

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
を
即
刻
廃
止
さ
せ
よ
う
！

政
府
と
東
京
電
力
は
今
年
の
夏
に
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
原
子
炉
冷
却

に
使
用
し
た
放
射
能
汚
染
水
の
海
洋
放
出
を
準
備
し
て
い
ま
す
。
地
元
漁
民
や
関

係
者
と
の
約
束
を
反
故
に
し
、
世
界
の
海
を
汚
染
さ
せ
る
暴
挙
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

政
府
・
東
電
の
放
射
能
汚
染
水
の
海
洋
放
出
は
絶
対
に
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

放射能汚染水の海洋放出をとめよう！

安
易
で
お
気
軽
な
選
択
肢

我
田
引
水
の
政
府
・
東
電

海
に
「
垣
根
」
は
な
い

漁
民
と
の
約
束
を
破
る
な
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昨
年
12

月

月
に
閣
議
決

定
し
た
「
安
保
３
文
書
」
で
は
、
仮
想
敵
国

を
中
国
と
し
、
「
台
湾
有
事
」
を
想
定
し
た

軍
事
戦
略
を
決
め
ま
し
た
。
中
国
が
台
湾
に

侵
攻
し
、
米
軍
の
台
湾
支
援
の
戦
争
に
日
本

も
参
戦
す
る
前
提
で
す
。
そ
の
た
め
の
準
備

は
沖
縄
南
西
諸
島
に
ミ
サ
イ
ル
配
備
、
住
民

避
難
の
た
め
の
「
地
下
シ
ェ
ル
タ
ー
」
建
設
、

全
島
民
避
難
計
画
策
定
と
進
み
ま
す
。

ま
た
、
敵

基
地
攻
撃
能

力
を
自
衛
隊

が
保
有
し
、

そ
の
た
め
に

ミ
サ
イ
ル
開

発
や
米
軍
の

巡
航
ミ
サ
イ

ル
の
大
量
購
入
も
進
め
て
い
ま
す
。米

政
府
の

武
器
輸
出
制

度
で
あ
る
有
償
軍

事
援
助
（
Ｆ
Ｍ
Ｓ
）

に
基
づ
き
、
政
府

が
２
０
２
３
年
度

予
算
案
に
計
上
し

た
の
が
過
去
最
大

の
１
・
５
兆
円
の

米
製
兵
器
の
爆
買

い
で
す
。

政
府
は
２

０
２
３
年
度

を
起
点
と
し
、
5
年
間
で
43

兆
円
の
軍
事
予

算
を
計
上
。
こ
れ
で
日
本
の
軍
事
費
が
世
界

第
３
位
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
予
算

の
財
源
は
不
明
確
で
す
が
、
増
税
と
社
会
保

障
予
算
の
削
減
が
透
け
て
見
え
ま
す
。

防
衛
省
は
、

国
産
の
長
距

離
ミ
サ
イ
ル
の
射
程
延
長
（
千
㌔
以
上
）
、

「
島
嶼
防
衛
用
高
速
滑
空
弾
」
の
量
産
、
さ

ら
に
「
潜
水
艦
発
射
型
誘
導
弾
」
の
開
発
な

ど
で
三
菱
重
工
と
契
約
を
結
び
、
契
約
額
は

総
額
で
３
７
８
１
億
円
で
す
。

軍
事
産
業
を
援
助
す
る
た
め
、
政
府
は

「
防
衛
産
業
基
盤
強
化
法
」
を
今
年
に
制
定
、

特
定
の
企
業
を
国
営
化
し
ま
す
。

戦
後
78

年
、
公
然
と
戦
争
準
備
が
進
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
動
き
を
止
め
る
の
は
今
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。

８
月
15

日
で
戦
後
78

年
を
迎
え
ま
す
。
あ
の
15

年
間
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
で
犠
牲

者
数
は
、
日
本
人
の
軍
人
軍
属
の
戦
死
２
３
０
万
人
、
国
外
で
の
民
間
人
の
死
亡
30

万

人
、
国
内
で
の
空
襲
等
に
よ
る
死
者
50

万
人
以
上
、
合
計
３
１
０
万
人
以
上
を
数
え
ま

す
。
同
時
に
日
本
軍
の
侵
略
戦
争
で
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
各
国
に
２
０
０
０
万
人
以
上

の
死
者
を
ふ
く
む
史
上
最
大
の
惨
禍
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

戦
争
の
反
省
か
ら
、
日
本
国
憲
法
が
生
ま
れ
、
憲
法
「
前
文
」
と
「
九
条
」
で
非
戦
・

非
武
装
を
誓
い
、
今
日
ま
で
各
国
と
の
武
力
紛
争
も
な
く
至
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
安
倍
ー
菅
ー
岸
田
内
閣
を
経
る
中
、
一
気
に
戦
争
が
で
き
る
国
に
様
変
わ

り
し
、
戦
後
か
ら
戦
前
へ
逆
流
し
は
じ
め
て
い
ま
す
。

台
湾
有
事
ー
戦
争
準
備

軍
事
産
業
育
成
・
国
有
化

戦
争
兵
器
の
爆
買
い

世
界
第
３
位
の
軍
事
予
算

止めるのは今！自公政権の戦前回帰


